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アプリケーション・パフォーマンス管理 

一元管理 同一コンソールから管理と監視を実行 

すぐに使える監視機能 
事前定義されたパフォーマンスと可用性のメトリック、リアルタイム監視、傾向の履歴監

視とレポート 

インシデントの一元管理 同一コンソールを使用したインシデントの表示、管理、診断、解決 

イベント監視 
重大レベルと警告レベルのしきい値、通知ルールとスケジュール、各種通知手法：電子メー

ル/ポケットベル、SNMPトラップ、OSコマンドによる修正アクション 

カスタマイズ可能なパ

フォーマンス・サマリー 
リアルタイムおよび履歴の監視データから柔軟にカスタム・レポートやグラフを作成 

データベース・リクエスト

のトレース 
コールパスの監視により、サービスの一部として実行されたOracle SQL文をトレース可能 

アプリケーション診断 リアルタイムおよび履歴の監視と診断、アプリケーションの計測や再開は不要 

ULOG問合せ 同一コンソールから複数ドメインのULOGへアクセス、重大度とECIDに基づく問合せ 

ルーティング・トポロジ・

ビューア 

グラフィカル・ビューを使用してTuxedoドメイン内およびドメイン間のコール・パスと依

存性を分析、トランザクション監視を含む 

動的リクエスト・ブローカ 
リアルタイムのサービス応答時間に基づくTuxedoアプリケーション・ノードおよびサー

バー間でのワークロード管理 
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サービス・レベル管理 

ビジネス・サービスのモデ

ル化 

サービスおよび基盤システムのモデル化、各種メトリック・インジケータと柔軟な目標セッ

トによるSLAコンプライアンスの定義 

SLA管理 
サービスの問題や障害によるビジネスへの影響の評価と、サービス・レベル目標が達成さ

れたかどうかの確認 

システム・サーバーとアプ

リケーション・サービスの

統計 

システムおよびアプリケーション・サービスの応答時間、キュー長、CPU使用率を含む包

括的な統計情報 

課金とチャージバック ユーザー・レベルでのサービス・アクセス統計取得によるチャージバック 

処理の自動化 

スクリプト・ツール 

TuxedoシステムやTuxedoアプリケーションの管理および監視に使用するスクリプトを簡

単に記述できるJythonインタフェース。スクリプトは、運用の自動化、実行時統計情報の

収集、管理タスクの実行などに使用できます。 

ドメイン構成ウィザード 新規Tuxedoドメインをゼロから作成 

動的構成編集 アプリケーションを再起動せずにTuxedo構成を動的に変更 

プロビジョニング・フレー

ムワーク 

Tuxedoアプリケーションの集中デプロイ、ユーザー定義のデプロイメント・プロシージャ、

Tuxedoドメインの新規作成または既存ドメインへの追加 

集中ソフトウェア・ライブ

ラリ 
アプリケーション・パッケージの作成およびアクセスに単一ページで対応 

Tuxedoアプリケーションの

デプロイ/アンデプロイ 

ドメインに対するアプリケーションのデプロイ、アンデプロイ、再デプロイの自動化プロ

シージャ 

Tuxedoドメインの自動ス

ケールアップ/スケールアウト 
既存のTuxedoドメインへの自動的な機能追加によって負荷の増大に対応 

ディザスタ・リカバリの自

動処理 
ノードの停止/開始、スイッチオーバー、フェイルオーバー/フェイルバック処理のサポート 

管理タスク アプリケーションの開始/停止などの日常的な運用タスクを実行 
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Business Intelligence 

ペイロードの取得 
アプリケーションのコードを変更せずに、Tuxedoサービスのリクエストと応答を自動的に

取得することができます。 

Hadoopファイル・システム 
後から分析できるように、取得したペイロードをHadoopファイル・システムに格納するこ

とができます。 

Oracle Database 
後から分析できるように、取得したペイロードをOracle Databaseに格納することができま

す。 

Oracle BI Oracle BIツールを使用してペイロードのコンテンツを分析できます。 

取得の構成が可能 取得するペイロードを管理するポリシーをユーザーが定義できます。 

ペイロードの選別取得 
ペイロードの特定のフィールドを、取得するペイロードに含めるか含めないかを指定でき

ます。 

プライベート・クラウド 

セルフサービス 
ユーザーがTuxedo PaaSサービスをリクエストし、新しいインスタンスのプロビジョニン

グと展開を自動的に実施できます。 

サービス・テンプレート いつでもインスタンス化が可能な、事前構成済みのTuxedoアプリケーション。 

ドメイン・イントロスペク

ション 

既存のTuxedoドメインのイントロスペクションを実施し、サービス・テンプレートで使用

されるドメイン・パッケージを作成するツール。 

ユーザー割当て制限 
展開されたアプリケーションにユーザーが割り当てることのできるリソース量を、管理者

が定義できます。 

リソース・プール 
ユーザーが使用できる物理リソースおよび仮想リソースのプールを、管理者が定義できま

す。 

プロビジョニング・プロ

ファイル 

展開および構成する必要のあるTuxedo製品を定義するプロファイルを、ユーザーが定義で

きます。 

Tuxedoトポロジ 単一マシンとクラスタ構成の両方をサポート 
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